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【『＜高等学校＞学習意欲を高める数学・理科 学習指導事例集』平成 21 年３月】 

 

学習内容や学習活動の工夫や日常生活に関連した話題を取り入れた「ブレッドボー

ドを用いて電気回路を設計させ、課題解決学習に取り組ませる」指導によって、学習

意欲を高めることを主な目的として行った授業実践の学習指導案です。 
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１ 学年      第３学年 

 

２ 単元名（科目） 「電流と直流回路」（物理Ⅱ） 

 

３ 単元の目標 

 ・電流回路に関する実験を通して、電流、電圧、抵抗について理解する。 

 ・キルヒホッフの法則の意味を理解し、諸問題に適用できる能力を養う。 

 ・センサー回路を自分たちで設計し、製作する探究活動を通じて、学習した事柄を実際の問題解決に活

用することのできる能力を養う。 

 

４ 単元の学習計画 

・直流回路と電圧 １時間 

・電流と電圧、オームの法則 ２時間 

・【探究活動】電位分割器回路 １時間 

・【探究活動】燃料計モデル １時間（本時） 

・【探究活動】LDR（光依存性抵抗） １時間 

・【探究活動】LED（発光ダイオード） １時間 

・【探究活動】光センサーモデル １時間 

・キルヒホッフの法則 ２時間 

 

５ 単元の評価計画 

（１）評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断 観察・実験の技能・表現 知識・理解 

・電流回路の実験に関

心をもち、進んで課

題を探求しようとし

ている。 

・電流回路の実験から得

られた結果や証拠に基

づいて、合理的な結論

を導いている。 

・電流回路の実験を通し

て、デジタルマルチメ

ーター等の実験器具の

取扱い方を習得してい

る。 

・実験の結果を適切に表

現している。 

・オームの法則やキル

ヒホッフの法則等、

電流回路に関する基

本的な原理・法則に

関する知識を身に付

け、その意味を理解

している。 

 

（２）評価計画 ※太枠が本時    【 】は評価方法 

時 学習内容 

評価項目 

関心・意欲・態度 思考・判断 
観察・実験の 

技能・表現 
知識・理解 

１ ワークショップ形式の授業展開 

WS1：電気回路の作成と電

圧の測定 

・ブレッドボード上に直

流回路を設計する方法

を学ぶ。 

・デジタルマルチメータ

ーによる電圧の測定方

法を学ぶ。 

WS2：LED（発光ダイオード）

を使った回路の設計 

・LED が点灯するように

回路を組み、各点の電

流を測定する。 

 

 

 

・電源、抵抗、電

圧計、電流計の

つながりの位置

関係を考えなが

ら、ブレッドボ

ード上に課題と

なる電気回路を

設計している。

【観察】 

・ブレッドボード

上に回路を組み

立てたり、抵抗、

電圧等を測定し

たりする技能を

身に付けてい

る。 

【観察】 

・電流、電圧等、

電流回路に基本

的な事柄を理解

している。 

【定期テスト】 

 



平成 20 年度神奈川県立総合教育センター ＜高等学校＞学習意欲を高める数学・理科学習指導事例集 学習指導案（事例６） 

２／６ 

時 学習内容 
評価項目 

関心・意欲・態度 思考・判断 
観察・実験の 
技能・表現 

知識・理解 

２ 講義中心の授業展開 
・電圧、電位、電位差概
念について学習する。 

・回路のジェットコースタ
ーモデルを理解する。 

・オームの法則及び電圧
降下の考え方について
理解する。 

・電位分割器における、
抵抗と電圧の関係につ
いて学ぶ。 

・オームの法則及
び電圧降下の考
え方に興味をも
ち、それらにつ
いて説明しよう
としている。 

【観察】 

・電位分割器を使
った回路におい
て、抵抗と電圧
の関係について
論理的に考えて
いる。 

【定期考査】 

 ・電圧、電位、電
位差概念及び回
路のジェットコ
ースターモデル
を理解してい
る。 

【定期テスト】 

３ 生徒実験中心の授業展開 
WS3：オームの法則 
・ブレッドボード上に課
題となる電気回路を設
計する。 

・出力電圧を変化させ、
電圧及び電流を計測
し、電圧－電流グラフ
を作成する。 

・グラフの傾きから、抵
抗値を求める。 

 ・電源、抵抗、電
圧計、電流計の
つながりの位置
関係を考えなが
ら、ブレッドボ
ード上に課題と
なる電気回路を
設計している。

【観察】 

・電圧及び電流を
正確に計測し、
電圧－電流グラ
フを作成してい
る。 

【ワークシート】 

 

４ 生徒実験中心の授業展開 
【探究活動】 
WS4：電位分割器回路 
・電位分割器回路の復習
とその実習を行う。 

・直列接続の抵抗の一方
の抵抗値を変えて、他
方の抵抗による電圧降
下を予測し、測定する。 

・電圧の変化に興
味をもち、可変
抵抗を変化させ
たときの電位差
を求めようとし
ている。 

【観察】 

・直列接続の抵抗
の一方の抵抗値
を変えたときに
おこる電圧降下
について適切に
考察している。

【ワークシート】

・デジタルマルチ
メーターを用い
て、電圧や電流
を正確に測定し
ている。 

【ワークシート】 

 

５ 生徒実験中心の授業展開 
【探究活動】 
WS5：燃料計モデル 
・電位分割器を用いて、
燃料計モデルを設計す
る。 

・注ぐ水の量を変化させ、
電圧を計測し、電圧－水
量グラフを作成する。 

・燃料計モデルに未知の
量の水を注ぎ、その量
を計測する。 

・班別に、実験結果の発
表を行う。 

・電位分割器と電
圧の関係に興味
をもち、それら
の関係性を探究
しようとしてい
る。 

【観察】 
 

・電圧－水量グラ
フから、課題と
すべき求める水
の量を適切に考
察している。 

【ワークシート】

・電位分割器にお
ける電圧の変化
を正確に計測
し、作成した電
圧－水量グラフ
から、実験結果
を的確に表現し
ている。 

【ワークシート】 

 

６ 生徒実験中心の授業展開 

【探究活動】 

WS6：LDR（光依存性抵抗） 

・LDR に当てる光の強さ

を変えながら、その特

性を調べる。 

・調べた LDR の特性をグ

ラフにまとめる。 

 ・デジタルマルチ

メーターで計測

した LDR の抵抗

値から、LDR の

性質について適

切に考察してい

る。 

【ワークシート】

・デジタルマルチ

メーターで計測

した LDR の抵抗

値から、光量－

抵抗値グラフを

的確に表現して

いる。 

【ワークシート】 
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時 学習内容 
評価項目 

関心・意欲・態度 思考・判断 
観察・実験の 
技能・表現 

知識・理解 

７ 生徒実験中心の授業展開 

【探究活動】 

WS7：LED（発光ダイオード） 

・LED を使った回路を設

計する。 

・LED が点灯する条件と

なる電圧を調べる。 

・電圧と LED の発

光の関係につい

て興味をもち、

その関係性を探

求しようとして

いる。 

【観察】 

・電位分割器のボ

リュームを変化

させることで、

LED の発光がど

のように変化す

るか予測し、考

察している。 

【ワークシート】

 ・LED の性質につ

いて理解してい

る。 

【ワークシート】

８ 生徒実験中心の授業展開 

【探究活動】 

WS8：光センサーモデル 

・光センサー回路の LED

が点灯または消灯す

る条件を決める。 

・決めた条件下で働く光

センサー回路を LDR

（光依存抵抗）を用い

て設計する。 

 ・光センサー回路

の LED が点灯ま

たは消灯する条

件について適切

に考察してい

る。 

【ワークシート】

・ブレッドボード

上に、課題に基

づいた電気回路

を正確に設計し

ている。 

【観察】 

 

 

９ 講義中心の授業展開 

・キルヒホッフの法則に

ついて理解する。 

・今まで学習した事柄を

基に、キルヒホッフの

法則としてまとめる。 

・問題演習を行う。 

・キルヒホッフの

法則に興味をも

ち、回路の分岐

点の前後におけ

る電流の大きさ

の関係性を探究

しようとしてい

る。 

【観察】 

・課題に対して、

キルヒホッフの

法則を適用して

合理的な結論を

導いている。 

【観察】 

 

 ・キルヒホッフの

法則について理

解している。 

【定期テスト】 

10 生徒実験中心の授業展開 

WS9：キルヒホッフの法則 

・キルヒホッフの法則に

関する課題となる回

路をブレッドボード

上に組む。 

・それぞれの抵抗を流れ

る電流を予想し、その

値を測定し、検証す

る。 

・分岐点の前後の

電流の大きさの

関係性に興味を

もち、課題に取

り組もうとして

いる。 

【観察】 

 

・実験結果から、

キルヒホッフの

法則に関する課

題から分かるこ

とを適切に予測

し、考察してい

る。 

【ワークシート】

  

 

（３）観点別評価について（本時第５時分のみ） 

【関心・意欲・態度】 

学習活動における具体

の評価規準 

・電位分割器と電圧の関係に興味をもち、それらの関係性を探究しようとして

いる。 

「十分満足できる」状況

（Ａ）と判断する具体的

状況例 

・電位分割器と電圧の関係に強い興味・関心をもち、それらの関係性を論理

的に説明しようとしている。 

「努力を要する」状況

（Ｃ）と評価した生徒へ

の手だて 

・電位分割器の性質について、復習して説明を行う。 

・電位分割器のボリュームを変化させることによって、電圧が変化する機械

的な仕組みについて説明を行う。 
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【思考・判断】 

学習活動における具体

の評価規準 
・電圧－水量グラフから、課題とすべき求める水の量を適切に考察している。

「十分満足できる」状況

（Ａ）と判断する具体的

状況例 

・電圧－水量グラフから読み取れる内容について考察し、その考えに基づい

て課題とすべき求める水の量について考え、論理的に説明している。 

「努力を要する」状況

（Ｃ）と評価した生徒へ

の手だて 

・電圧－水量グラフが何を表しているのか、復習を行う。 

・未知の水を注いだときに得られた電圧の大きさと電圧－水量グラフとの関

係について理解できるように説明する。 

 

【観察・実験の技能・表現】 

学習活動における具体

の評価規準 

・電位分割器における電圧の変化を正確に計測し、作成した電圧－水量グラ

フから、実験結果を的確に表現している。 

「十分満足できる」状況

（Ａ）と判断する具体的

状況例 

・電位分割器における電圧の変化を速やかに正確に計測することができ、作

成した電圧－水量グラフの意味について論理的に説明している。 

「努力を要する」状況

（Ｃ）と評価した生徒へ

の手だて 

・固定抵抗を用いて、デジタルマルチメーターの使い方を復習させる。 

・電圧－水量グラフから見て分かることを箇条書きに列挙させ、どのような

ことが読み取れるのかを考えさせる。 

 

【知識・理解】 

 ＜評価項目なし＞ 

 

６ 本時の展開 

（１）本時の目標 

・「燃料計モデル」の設計と製作を通して、自ら課題を設定し、既に学習した知識と技能を活用して

問題を解決する能力を養う。 

（２）本時の指導過程（90 分授業） 

過程 学習活動 指導内容 指導上の留意点 
評価規準 

（評価方法） 

導入 

（15 分）

・電位分割器について

復習する。 

 

 

 

 

 

・燃料計を始めとして

身の回りの生活にセ

ンサーが使われてい

ることを確認する。 

・導入として講義形式

で説明する。 

 

・簡単な電位分割の例

題を示す。 

 

 

・燃料計の例を出して

センサーの働きを紹

介する。 

 

 

 

・電位分割の例題はで

きるだけ簡単なもの

を用いる。 

 

・反応によっては隣の

者と話し合いをさ

せ、前回までの授業

内容を確認する時間

を与える。 
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過程 学習活動 指導内容 指導上の留意点 
評価規準 

（評価方法） 

展開１ 

（30 分）

・ワークシートに従っ

て燃料計モデルの抵

抗の変化を調べる。 

 

・実験の目的と方法に

ついてグループ内で

共通認識をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

・グループ内話し合い

により固定抵抗を決

める。 

 

 

 

・燃料計モデルに使わ

れている可変抵抗の

値の幅を計測する。 

 

 

 

 

 

・燃料計モデルの抵抗

の変化の測定の目

的、実験方法につい

て説明する。 

 

・実験を開始する前に

目的と方法について

グループ内で十分話

し合わせる。 

 

・可変抵抗を測定する

際に使用する固定抵

抗の値を幾らに設定

したらよいか、グル

ープ内で話し合わせ

る。 

・適宜、各グループに

実験結果について順

次話を聞く。また、

適切な発問を入れ、

思考・判断の手助け

をする。 

・ワークショップ形式

の授業展開で行う。 

 

 

・実験目的については

丁寧に、実験方法に

ついては簡潔に説明

を行う。 

 

・各メンバーが操作の

意味を納得して取り

組んでいるか確認す

る。 

 

【関心・意欲・態度】

・電位分割と電圧の

関係に興味をも

ち、それらの関係

性を探究しよう

としている。 

（観察） 

展開２ 

（20 分）

・ワークシートに従っ

てブレッドボード上

に実験回路を設計す

る。 

・燃料計に水を注ぎ、

計測した値を基に、

電圧－水量グラフ

（較正曲線）を作成

する。 

・燃料計と較正曲線を

使って、未知量の水の

体積を計測する。 

 

・完成した較正曲線に

ついてグループ内で

話し合い、その結果

をワークシートにま

とめる。 

 

・固定抵抗の値が異な

ることでどのような

違いが生じるのか、

考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・班で書かせた較正曲

線の意味を考えさせ

る。 

・実験の目的や方法、

観察結果についてグ

ループ内で十分話し

合い、各メンバーが

操作の意味を納得し

て取り組んでいるか

確認する。 

・実験中に適宜各グル

ープ内実験者に発問

し、各操作の意味や

実験結果の意味する

ところに注意を向け

させる。 

・適宜、各グループを

回り、意見を聞いた

り、アドバイスを行

ったりする。 

【思考・判断】 

・電圧－水量グラフ

から、課題とすべ

き求める水の量を

適切に考察してい

る。 

（ワークシート） 
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過程 学習活動 指導内容 指導上の留意点 
評価規準 

（評価方法） 

発表と 

まとめ 

（25 分）

・各グループで設計、

作成した燃料計モデ

ルとその機能につい

て発表する。 

 

 

 

 

・較正曲線と適切な燃

料計の関係をまとめ、

併せて電気回路を学

ぶ意義を考える。 

・光センサーを使った

課題の準備と、手順

の確認を行う。 

・各グループで作成し

た較正曲線と図解を

用いて、口頭で発表

させる。 

・生徒の発表した内容

について助言を行

う。 

 

・次回の授業で行う課

題の内容と、作業手

順を確認する。 

・グループの発表に対

して他のグループか

らの質問や意見を出

させるように工夫す

る。他のグループの

発表に対して関心を

もたせる工夫をす

る。 

・電流回路を学ぶ意義

に触れる。 

 

【観察・実験の 

技能・表現】 

・電位分割における

電圧の変化を正確

に計測し、作成し

た電圧－水量グラ

フから、実験結果

を的確に表現して

いる。 

（ワークシート） 

 

 


